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1.背 景とねらい

最も重要なりんご害虫であるハダニ類の防除法の大きな特徴は、各殺ダニ刺の特性を最大限

に活用するとともに、抵抗性対策に細心の工夫を凝らしている点にある。しかし、補完防除剤

は残効性がやや短 く、年次によっては中生品種や晩生品種の果実に越冬成虫|の寄生が認つられ

る。また、主力補完防除剤のオマイ ト水和剤は8月 の主力殺菌剤であるペフラン液剤と混用で

きないので、適期散布されていない回場が目立つ。このため、速効的で残効が長 く、ベフラン

液剤と混用でき、しかも従来の殺ダニ剤と交差抵抗性を持たない新しい殺ダニ剤の出現が望ま

れていた。

本年登録取得されたテプフェンピラド剤 (面t品名 よピラニカ水和i剤)は 、効果試験の結果こ

れらの条件を満足することが明らかとなり、防除体系を再構成したので参考に供したい。

2.技 術内容

1)ビ ラニカ水和剤は2000倍で補完防除剤として使用する。 ■
1        1

2)ピ ラニカ水和剤を組み入れた防除体系は下表のとおりである。         |
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考備

マ :ヤシン油乳剤 シ :ン トラプン乳剤       :     子

81そ 号士号素密骨]ン を予;素 岳名i告 智?卜 水名刺、|イ トサ'サ ン

注 lP番 】レれ竺夢Zキ教堺ループは2年 に 1回の略年使用とし、毎年使

注 2:ぼ 1`よ上般に省略可能であるが、ときに必要なこともある。

3.指 導上の留意事項

1)ピ ラニカ水和剤に関する注意事項は以下のとおりである。

(1)散布する時は、薬液が眼に入らないように注意する。

(2)ベフラン液剤とは混用可能である。

(3)安全使用基準は収穫30日前までなので、8月 中旬以降は早生品種に散布しない。
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4.試 験成績概要

散布時期 :7月 16日

表 2 ビ ラニカ水和剤のサミハダニに対する防除効果

表 1 ビ ラニカ水和剤のリンゴハダニに対する防除効果

供 試 薬 剤 濃度
10葉当り寄生虫数 除

率

防

効散布前  10日 後  21日 後  31日 後

ビラニ カ水和剤

ニッソラン水和剤

布散無

1000

2000

204.7       1.2       5.0      36.8

1 8 1 . 7      3 . 0      0 . 7      5 . 8

190.8     328.0     185。3      77.2

３

　
　
８

９

　
　
９

供 試 薬 剤 濃度
10葉当り寄生虫数 除

率

防

一
効散布前  11日 後  23日 後  35日 後

ピラニ カ水和剤

ニッソラン水和剤

布散無

2000

2000

48.5      0.8      8.5     152.2

33.0      4.8      11.5     54.0

44.8     131.8     479.2    1075。7

91

94

散布時期 :7月 29日

表 3 ビ ラニカ水和剤を組み入れたナミハダニ体系防除

供 試 薬 剤 濃度
布

日

散

月

10葉当り寄生虫数

7/6  7/21   8/5  8/20   9/3  9/16  9/27

ダニ トロンフロアプル

ピ ラ ニ カ 水 和 剤

1000

1000

7/ 6

8/24

20.9 '  1.0   3.2‐ 36.8   3.3 t 5.2   1.8

↑1 ) |  ‐  ・  ↑ 十

サ ン マ イ ト水 和 剤

ピ ラ ニ カ 水 和 剤

1500

2000

7/ 6

8/24

19.8   1.8   2.5  29.4   4.0   6Ⅲ7   4.8

↑         ↑1  1 -

ニ ッ ソ ラ ン水 和 剤

オ マ イ ト水 和 剤

2000

750

7/ 6

8/24

1912  3.6  3.8 30。9  9。3  8.5  5.6

↑               ↑          ‐

1)↑
散布時期は要防除密度 (3頭 /葉 )到 達時期を目安とした

供 試 薬 剤 濃度
布
　
日

散

月

寄生果率 (%) 10果 当り寄生虫数

9/27    10/6      9/27    10/6

ダニトロンフロアプル

■ ラ ニ カ 本 . 和―却

1000

1000

7/ 6

8/24
3.8 5:4 0.8 0.8

サ ン マ イ ト水 和 剤

ピ ラ ニ カ 水 和 剤

1500

2000

7/ 6

8/24

‐
2,5   3:8     0:3   0.6

ニ ッ ソ ラ ン水 和 剤

オ マ イ ト 水 和 剤

2000

750

7/ 6

8/24
6 : 3    9 ! 2      1 : 0 ‐ ‐ 1 : 4
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